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諏訪内晶子の音色は、いつでも彼女の真っ直ぐな音楽との対峙を感じさせてくれる。
しばらくはオーケストラとの共演での演奏活動の多かった彼女が、満を持して開くリサイタル。
文 = 岡部真一郎（音楽学者・評論家　明治学院大学教授）

　新聞・雑誌やテレビ・ラジオの仕事をしていて、

あるいはまた、コンサートの企画などにも携わっ

ていて、演奏家や作曲家とオフ・ステージで話を

するのには、やっぱりちょっと特別の楽しさがあ

る。アーチストの「素」の部分が見え隠れするか

らだ。終演後、素晴らしい演奏の余韻に浸りな

がら乾杯して、あれやこれやを親しく話すことも

あれば、取材のインタヴューということも多いが、

加えて、街角で、あるいは買い物の最中などに声

を掛けられて、思わず立ち話、ということもしば

しばだ。

　そんななか、どうやら、諏訪内とは何か縁があ

るような気もする。空港やら、ヨーロッパに出向

くフライトで、思いがけず、彼女に会うことが何

回もあった。その度に、機内でも、ラウンジでも、

ステージ上の凛とした佇まいはそのままに、真摯

に、そして何の衒
てら

いもなく、音楽についてはもと

より、いろいろな話をする諏訪内は、その音楽と

同様、いつでも極めて魅力的だ。

今年のラインナップは豪華・多彩。生誕100 年記念のメシアン・プロジェクトが耳目を集め、ゲルバー、再来日が待望
されていたペライアといった巨匠達のリサイタルにも期待が高まる。また、井上道義指揮のＮ響が小曽根真をソリストに
迎えてファン垂涎のプログラムで登場するなど、聴き逃せない公演満載だ。
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諏訪内晶子 ヴァイオリン・リサイタル
【日時】 4 月6 日（日）　開演 17：00
【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール
【出演】 ニコラ・アンゲリッシュ（ピアノ）
【曲目】 R. シュトラウス：ヴァイオリン・ソナタ 変ホ長調 Op.18   モーツァルト：ヴァイオリン・ソナタ KV454 ほか
【チケット（税込）】 好評発売中

一般：Ｓ席7,500 円／Ａ席6,000 円／学生Ａ席2,500 円　メンバーズ：Ｓ席6,750 円／Ａ席5,400 円

諏訪内晶子（すわない あきこ）

1990 年、最年少でチャイコフスキー国際
コンクール優勝。91 年秋からニューヨー
クへ留学し、日本での演奏活動を休止。95
年以降、国内外でオーケストラとの共演や
リサイタルで活躍。エヴィアン、マールボロ
など国際的な音楽祭にも多く出演してい
る。フィリップス・クラシックスとインター
ナショナル・アーティストとして専属契約
を結んでいる。使用楽器は、日本音楽財団
より貸与された1714 年製作のストラディ
ヴァリウス「ドルフィン」。

ニコラ・アンゲリッシュ
1970 年生まれ。13 歳でパリ国立高等音
楽院に入学。ピアノ、室内楽、伴奏の各ク
ラスでプルミエ・プリ（一等賞）を受賞。
カサドシュ国際コンクール、ジーナ・バッ
カウアー国際コンクールなどで入賞。現
在、オーケストラとの共演、リサイタル、室
内楽で、欧米各地にて演奏活動を展開し
ている。録音はヴァージン・クラシックス
から、カプソン兄弟との室内楽およびブ
ラームスのソロ作品を出しており、高い評
価を得ている。
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入魂のオール・ベートーヴェン・プログラム ● ● ● ● ●  ＭＵＳＩＣ ● ● ● ● ●

ブルーノ= レオナルド・ゲルバー ピアノ・リサイタル
【日時】 5 月11日（日）　開演 15：00
【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 音楽ホール
【曲目】 ベートーヴェン
　　  ピアノ・ソナタ第8 番 ハ短調 Op.13 「悲愴」　ピアノ・ソナタ第21 番 ハ長調 Op.53 「ワルトシュタイン」
　　  ピアノ・ソナタ第17 番 ニ短調 Op.31-2 「テンペスト」　ピアノ・ソナタ第23 番 ヘ短調 Op.57 「熱情」

【チケット（税込）】 好評発売中

一般：Ｓ席5,000 円／Ａ席4,000 円／学生Ａ席2,000 円　メンバーズ：Ｓ席4,500 円／Ａ席3,600 円
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諏訪内晶子 ヴァイオリン・リサイタル

　現在、パリを拠点としている諏訪内を日本で聴

く機会は、思いのほか多い。初夏には、ベートー

ヴェンのコンチェルトをヤルヴィの指揮で聴いた

し、咋秋には、彼女はパリ管弦楽団の来日公演

のコンサートにソリストとして登場し、エッシェン

バッハの指揮により実に見事なチャイコフスキー

の協奏曲を聴かせてくれたばかりだ。

　一方、スイスの夏の終わりのフェスティヴァル、

ルツェルン音楽祭では、作曲家としてばかりでは

なく、指揮者としても現代音楽界の寵児の一人、

ペーター・エトヴェシュの委嘱新作のソリストを

ピエール・ブーレーズの指揮で務めて、諏訪内

は新境地を開いた。この新作は、作曲者自身の

指揮で、近々、日本初演が行われる予定と聞く。

　とは言うものの、そんな諏訪内晶子の音楽を

じっくりとリサイタルという形で聴くことは、やっ

ぱりとても特別なことだ。彼女の彩の国での満

を持しての演奏会は、この春の何よりの楽しみ

の一つである。（文中敬称略）
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MAY ブルーノ= レオナルド・ゲルバー ピアノ・リサイタル

初来日から 40年。この記念すべき

年に、稀代のベートーヴェン弾きと

して円熟を深める巨匠ゲルバーが満

を持して贈る、「悲愴」「ワルトシュ

タイン」「テンペスト」そして「熱情」

という極め付きの名曲プログラム。




